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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクティブ・セット・アップデート・メッセージを介してＷＴＲＵ（wireless transmi
t/receive unit）のリコンフィギュレーションを行う方法であって、
　変調モード情報要素（ＩＥ）を含む前記アクティブ・セット・アップデート・メッセー
ジを送信するステップであって、前記変調モードＩＥは、どの変調モードで動作している
かを前記ＷＴＲＵに示すことと、
　　前記変調モードＩＥに、ＭＡＣ（media access control）リセットＩＥが含まれるか
否か判定することであって、前記ＭＡＣリセットＩＥが含まれることは、前記ＷＴＲＵに
ＭＡＣエンティティをリセットすることを示すこと、または
　　前記変調モードＩＥに、Ｅ－ＴＦＣＩ（Ｅ－ＤＣＨ（enhanced dedicated channel）
transport format combination index）テーブルインデックスＩＥが含まれるか否か判定
することであって、前記Ｅ－ＴＦＣＩテーブルインデックスＩＥが含まれることは、前記
ＷＴＲＵにＥ－ＴＦＣＩトランスポートブロックサイズのテーブルの使用を示すことの少
なくとも１つを実行するステップと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記変調モードは、１６ＱＡＭ（16-symbol quadrature amplitude modulation）であ
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記アクティブ・セット・アップデート・メッセージは、前記ＷＴＲＵの通信のために
利用可能なアクティブ・セルを示すアクティブ・セットを、前記ＷＴＲＵに更新させる情
報を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記アクティブ・セット・アップデート・メッセージは、Ｅ－ＤＰＣＣＨ（enhanced d
edicated physical control channel）の電力オフセットを変更するか否かを、前記ＷＴ
ＲＵに示すことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記アクティブ・セット・アップデート・メッセージは、Ｅ－ＴＦＣＩ閾値を変更する
か否かを、前記ＷＴＲＵに示すことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　Ｅ－ＤＰＣＣＨブーストは、Ｅ－ＴＦＣＩ値がＥ－ＴＦＣＩ閾値を越えた場合に実行さ
れることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　ネットワーク・エンティティであって、
　変調モード情報要素（ＩＥ）を含むアクティブ・セット・アップデート・メッセージを
送信することであって、前記変調モードＩＥは、どの変調モードで動作しているかを前記
ＷＴＲＵに示し、
　　前記変調モードＩＥに、ＭＡＣ（media access control）リセットＩＥが含まれるか
否か判定することであって、前記ＭＡＣリセットＩＥが含まれることは、前記ＷＴＲＵに
ＭＡＣエンティティをリセットすることを示し、または
　　前記変調モードＩＥに、Ｅ－ＴＦＣＩ（Ｅ－ＤＣＨ（enhanced dedicated channel）
transport format combination index）テーブルインデックスＩＥが含まれるか否か判定
することであって、前記Ｅ－ＴＦＣＩテーブルインデックスＩＥが含まれることは、前記
ＷＴＲＵにＥ－ＴＦＣＩトランスポートブロックサイズのテーブルの使用を示すことの少
なくとも１つを実行するように構成されたプロセッサを
　備えたことを特徴とするネットワーク・エンティティ。
【請求項８】
　前記変調モードは、１６ＱＡＭ（16-symbol quadrature amplitude modulation）であ
ることを特徴とする請求項７に記載のネットワーク・エンティティ。
【請求項９】
　前記アクティブ・セット・アップデート・メッセージは、前記ＷＴＲＵの通信のために
利用可能なアクティブ・セルを示すアクティブ・セットを、前記ＷＴＲＵに更新させる情
報を含むことを特徴とする請求項７に記載のネットワーク・エンティティ。
【請求項１０】
　前記アクティブ・セット・アップデート・メッセージは、Ｅ－ＤＰＣＣＨ（enhanced d
edicated physical control channel）の電力オフセットを変更するか否かを、前記ＷＴ
ＲＵに示すことを特徴とする請求項７に記載のネットワーク・エンティティ。
【請求項１１】
　前記アクティブ・セット・アップデート・メッセージは、Ｅ－ＴＦＣＩ閾値を変更する
か否かを、前記ＷＴＲＵに示すことを特徴とする請求項７に記載のネットワーク・エンテ
ィティ。
【請求項１２】
　Ｅ－ＤＰＣＣＨブーストは、Ｅ－ＴＦＣＩ値がＥ－ＴＦＣＩ閾値を越えた場合に実行さ
れることを特徴とする請求項１１に記載のネットワーク・エンティティ。
【請求項１３】
　アクティブ・セット・アップデート・メッセージを受信して動作するＷＴＲＵ（wirele
ss transmit/receive unit）の方法であって、
　変調モード情報要素（ＩＥ）を介してどの変調モードで動作しているかを示す前記アク
ティブ・セット・アップデート・メッセージを受信するステップと、
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　前記アクティブ・セット・アップデート・メッセージに応答して、１または複数の低位
レイヤに前記変調モードで動作し、または前記変調モードを停止することを示し、
　　前記変調モードＩＥに、ＭＡＣ（media access control）リセットＩＥが含まれるか
否かに基づいて、ＭＡＣリセット手順を実行するか否か判定すること、または
　　前記変調モードＩＥに、Ｅ－ＴＦＣＩ（Ｅ－ＤＣＨ（enhanced dedicated channel）
transport format combination index）テーブルインデックスＩＥが含まれるか否かに基
づいて、Ｅ－ＴＦＣＩトランスポートブロックサイズテーブルを判定することの少なくと
も１つを実行するステップと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項１４】
　前記ＭＡＣリセットＩＥが前記変調モードＩＥに含まれる場合に、ＭＡＣリセットを実
行するステップをさらに備えたことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記判定することは、前記ＷＴＲＵが１６ＱＡＭ（16-symbol quadrature amplitude m
odulation）で動作する場合、２ごとに増える前記Ｅ－ＴＦＣＩテーブルインデックスＩ
Ｅの値に基づいて前記Ｅ－ＴＦＣＩトランスポートブロックサイズテーブルを識別するこ
とを含むことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記変調モードＩＥが含まれることは、前記ＷＴＲＵに前記変調モードで動作すること
を示し、前記変調モードＩＥが含まれないことは、前記ＷＴＲＵに前記変調モードで動作
しないことを示すことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記変調モードは、１６ＱＡＭ（16-symbol quadrature amplitude modulation）であ
ることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　前記アクティブ・セット・アップデート・メッセージは、前記ＷＴＲＵの通信のために
利用可能なアクティブ・セルを示すアクティブ・セットを、前記ＷＴＲＵに更新させる情
報を含むことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１９】
　Ｅ－ＴＦＣＩトランスポートブロックサイズテーブルを示すインデックスを判定するこ
とは、
　前記Ｅ－ＴＦＣＩテーブルインデックスＩＥが含まれる場合に、前記Ｅ－ＴＦＣＩテー
ブルインデックスＩＥにより示されたＥ－ＴＦＣＩトランスポートブロックサイズテーブ
ルを用いること、および
　前記Ｅ－ＴＦＣＩテーブルインデックスＩＥが含まれない場合に、以前のインデックス
により示されたＥ－ＴＦＣＩトランスポートブロックサイズテーブルを用いること
　を含むことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項２０】
　ＷＴＲＵ（wireless transmit/receive unit）であって、
　変調モード情報要素（ＩＥ）を介してどの変調モードで動作しているかを示すアクティ
ブ・セット・アップデート・メッセージを受信し、
　１または複数の低位レイヤに前記変調モードで動作し、または前記変調モードを停止す
ることを示し、
　　前記変調モードＩＥに、ＭＡＣ（media access control）リセットＩＥが含まれるか
否かに基づいて、ＭＡＣリセット手順を実行するか否か判定し、または
　　前記変調モードＩＥに、Ｅ－ＴＦＣＩ（Ｅ－ＤＣＨ（enhanced dedicated channel）
transport format combination index）テーブルインデックスＩＥが含まれるか否かに基
づいて、Ｅ－ＴＦＣＩトランスポートブロックサイズテーブルを判定することの少なくと
も１つを実行するように構成されたプロセッサを
　備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
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【請求項２１】
　前記プロセッサは、前記ＭＡＣリセットＩＥが含まれる場合に、ＭＡＣリセットを実行
するようにさらに構成されたことを特徴とする請求項２０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２２】
　前記プロセッサは、
　前記Ｅ－ＴＦＣＩテーブルインデックスＩＥが含まれる場合に、前記Ｅ－ＴＦＣＩテー
ブルインデックスＩＥにより示されたＥ－ＴＦＣＩトランスポートブロックサイズテーブ
ルを用い、および
　前記Ｅ－ＴＦＣＩテーブルインデックスＩＥが含まれない場合に、以前のインデックス
により示されたＥ－ＴＦＣＩトランスポートブロックサイズテーブルを用いるようにさら
に構成されたことを特徴とする請求項２０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２３】
　前記プロセッサは、前記変調モードＩＥが前記アクティブ・セット・アップデート・メ
ッセージに含まれる場合に、前記変調モードで動作し、前記変調モードＩＥが前記アクテ
ィブ・セット・アップデート・メッセージに含まれない場合に、前記変調モードの動作を
停止するようにさらに構成されたことを特徴とする請求項２０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２４】
　前記変調モードは、１６ＱＡＭ（16-symbol quadrature amplitude modulation）であ
ることを特徴とする請求項２０に記載のＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、ワイヤレス通信において多値変調に
適応させる方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アップリンク（ＵＬ）の多値変調が、いくつかのワイヤレス通信ネットワークに対して
導入された。一例は、ＨＳＰＡ（Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）
仕様書のリリース７である。これらの仕様書では、例えば、ＵＥ（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐ
ｍｅｎｔ）は、１６ＱＡＭ（１６－ｓｙｍｂｏｌ　ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　ａｍｐｌｉｔ
ｕｄｅ　ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）モードにより動作する（または、しない）ことがある。
ＵＥは、１６ＱＡＭモードにより動作するとき、１６ＱＡＭ動作によって可能とされる最
大レートまでのデータレートにおいて送信するのに適した、いくつかの新たに定義された
Ｅ－ＤＣＨ（ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）のトランスポー
トブロックのテーブルの１つを利用しなければならない。ＵＥは、１６ＱＡＭモードによ
り動作しないとき、最初のＥ－ＤＣＨのトランスポートブロックのテーブルの１つを利用
しなければならない。
【０００３】
　実際の配置では、無線ネットワークの全てのセルが、例えば１６ＱＡＭ動作などの新し
い機能をサポートするように必ずしも同時にバージョンアップされない。したがって、最
初の配置では、ネットワークのあるセルが、その機能をサポートして、他のセルがその機
能をサポートしないことがありそうである。ＵＥは、ネットワーク内を移動するので、１
６ＱＡＭ動作をサポートすることがあるまたはサポートしないことがあるアクティブセッ
トに対して、セルを追加したりセルを除去したりしなければならないだろう。１６ＱＡＭ
動作をサポートするセルは、１６ＱＡＭモードにより動作していないＵＥからの信号を適
切に受信できる。しかしながら、１６ＱＡＭ動作をサポートしていないセルは、１６ＱＡ
Ｍモードにより動作しているＵＥからの信号を適切に受信できない。この理由ために、ア
クティブ・セット・アップデート手順に対する変更が導入されており、それにより、ネッ
トワークは、ＵＥに、１６ＱＡＭ動作を開始するべきか、停止するべきかどうかを信号送
信できる。通常、ネットワークは、１６ＱＡＭ動作をサポートしていないセルがアクティ
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ブセットに追加されるとき、１６ＱＡＭ動作を停止するようにＵＥに信号送信できて、そ
のアクティブセットの全てのセルが１６ＱＡＭ動作をサポートするとき、１６ＱＡＭ動作
を開始するようにＵＥに信号送信できる。
【０００４】
　上記の変更により、ネットワークが１６ＱＡＭ動作の開始または停止をＵＥに信号送信
することを可能にするけれども、依然として、ＵＥは、２つの動作モードの間を適切に切
り替えるのに必要である全ての情報を有していない。動作を切り替えるとき、ＵＥは、い
くつかのＥ－ＤＣＨ構成のパラメーターを、それらが現在定義されているように使用でき
ない。
【０００５】
　加えて、上記のパラメーターが変更されるとき、ＭＡＣ－ｅ（ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｍｅ
ｄｉａ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）は、古いＥ－ＴＦＣＩ（ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｔ
ｒａｎｓｐｏｒｔ　ｆｏｒｍａｔ　ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ　ｉｎｄｅｘ）テーブルを有
するＭＡＣ－ｅ　ＰＤＵを含む、ＵＬのＨＡＲＱ（ｈｙｂｒｉｄ　ａｕｔｏｍａｔｉｃ　
ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ）用のバッファーをフラッシュする必要がある。
【０００６】
　しかしながら、現在のアクティブ・セット・アップデート手順は、上記のＥ－ＤＣＨ構
成のパラメーターを変更するためのいかなる規定を有していない。例えば、Ｅ－ＤＰＣＣ
Ｈ／ＤＰＣＣＨの電力オフセット、リファレンスＥ－ＴＦＣＩなど、いくつかのパラメー
ターを、アクティブ・セット・アップデートにより変更できるが、サービングＥ－ＤＣＨ
セルの変更が行われるときのみである。しかしながら、サービングＥ－ＤＣＨセルの変更
なしに、新しいセルをＥ－ＤＣＨのアクティブセットに追加するときに、１６ＱＡＭ動作
の開始および停止が、さらに行われることがある。
【０００７】
　アクティブ・セット・アップデート手順における上記の信号送信の欠如は、セルが（Ｅ
－ＤＣＨの）アクティブセットに対して追加されるもしくは除去されるとき、またはサー
ビングＥ－ＤＣＨセルが変更されるとき、１６ＱＡＭモードと１６ＱＡＭでない（標準）
モードとの間の適切な移行を妨げる。アクティブ・セット・アップデート手順に起因する
、１６ＱＡＭモードと１６ＱＡＭでないモードとの間の適切な移行のためのメカニズムを
提供することによって、本明細書において説明される実施形態は、リコンフィギュレーシ
ョンの遅延における低減およびシグナリングオーバーヘッド（電力および帯域幅）の削減
を可能にする。
【発明の概要】
【０００８】
　ＷＴＲＵ（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｔｒａｎｓｍｉｔ／ｒｅｃｅｉｖｅ　ｕｎｉｔ）のリコ
ンフィギュレーションを行う方法および装置を開示する。方法は、一定の変調スキームを
可能にする動作モードがイネーブルまたはディスエーブルであることを示すアクティブ・
セット・アップデート・メッセージを受信することと、そして、ＭＡＣリセット手順を実
行すること、リファレンスＥ－ＴＦＣＩ（ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｆｏ
ｒｍａｔ　ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒｓ）および結合された電力オフ
セットについてのセットを更新すること、Ｅ－ＤＰＣＣＨブースト（ｂｏｏｓｔ）に関連
づけられたアクションを決定すること、Ｅ－ＤＣＨ（ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄｅｄｉｃａｔ
ｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）に関連づけられた情報を変更すること、Ｅ－ＤＣＨトランスポー
トブロックサイズのテーブルを示すインデックスを変更することを含む。アップデートメ
ッセージは、少なくとも１つの変更されたＩＥ（情報要素）を含む。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　より詳細な理解を、添付の図面と共に例として与えられる以下の説明から得ることがで
きる。
【図１】本発明の一実施形態に係る多値変調のためのアクティブ・セット・アップデート
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・メッセージの信号送信の図である。
【図２】本発明の一実施形態に係るＷＴＲＵの一実施形態のブロック図である。
【図３Ａ】本発明の一実施形態に係るアップデートメッセージに応答してＷＴＲＵのリコ
ンフィギュレーションを行う方法のフローチャートである。
【図３Ｂ】本発明の一実施形態に係るアップデートメッセージに応答してＷＴＲＵのリコ
ンフィギュレーションを行う方法のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本明細書において以下に引用するとき、用語「ＷＴＲＵ」は、制限されないが、ＵＥ、
移動局、固定もしくは移動の加入者ユニット、ページャー、携帯電話、携帯情報端末（Ｐ
ＤＡ）、コンピューター、またはワイヤレス環境において動作可能な他のあらゆる型のユ
ーザーデバイスを含む。本明細書において以下に引用するとき、用語「基地局」は、制限
されないが、ノードＢ、サイトコントローラー、アクセスポイント（ＡＰ）、またはワイ
ヤレス環境において動作可能な他のあらゆる型のインターフェースデバイスを含む。
【００１１】
　アクティブ・セット・アップデート手順に続いて１６ＱＡＭ動作を開始するまたは停止
するとき、Ｅ－ＤＣＨ送信パラメーターのリコンフィギュレーションを可能にする方法お
よびＷＴＲＵを開示する。
【００１２】
　図１は、ＷＴＲＵが、異なる変調モードを通信のために用いるセルの間を移動するので
生じるイベントの概要をなす信号送信の実施例の図である。具体的な例として、図１は、
ＷＴＲＵが、１６ＱＡＭの変調が使用可能であるセルから、１６ＱＡＭの変調スキームが
使用可能でないセルに向かって移動する場合を示す。図１では、時間は、上から下へ進む
。４本の縦線は、４つのエンティティの状態を示す。４つのエンティティは、すなわち、
ＷＴＲＵ１０５、１６ＱＡＭを提供しないノードＢ１１０、１６ＱＡＭを提供するノード
Ｂ１１５、およびノードＢ１１０とノードＢ１１５との両方とインタラクトするＲＮＣ（
無線ネットワークコントローラー）１２０である。横向きの矢印は、これらのエンティテ
ィ間のインタラクションを示す。
【００１３】
　時間１２５において、ＷＴＲＵは、ノードＢ１１５と通信している１６ＱＡＭを使用し
て動作している。時間１３０において、ＲＮＣは、１６ＱＡＭを提供しないノードＢ１１
０のセルにＷＴＲＵが接近中であることを検知する。ＲＮＣは、時間１３０において、Ｗ
ＴＲＵにおけるアクティブセットを更新する目的のために、アクティブ・セット・アップ
デート・メッセージをＷＴＲＵへ送信する。アクティブセットは、ＷＴＲＵが適切に通信
できるセルを決定する。ＷＴＲＵは、アクティブ・セット・アップデート・メッセージを
受信して、時間１４０において、１６ＱＡＭを使用せずにノードＢ１１０と通信できるよ
うに、ＷＴＲＵ自体のリコンフィギュレーションを行うことによって、このメッセージに
応答する。なぜならば、ノードＢ１１０がこの特定の変調スキームをサポートしないから
である。時間１３５において、アクティブ・セット・アップデートおよびＷＴＲＵのリコ
ンフィギュレーションは、完了している。
【００１４】
　図３Ａおよび３Ｂは、アップデートメッセージの受信に応答してＷＴＲＵのリコンフィ
ギュレーションを行う方法の一実施形態を示す。アップデートメッセージは、アップデー
ト手順を制御する新たに定義されたＩＥ（情報要素）を含むことができる。ＷＴＲＵは、
一定の条件が満たされる場合、これらのＩＥに従って動作する。
【００１５】
　アクティブ・セット・アップデート・メッセージを、３００において受信する。アップ
デート手順は、ＭＡＣ（メディアアクセス制御）をリセットすること、リファレンスＥ－
ＴＦＣＩおよび結合された電力オフセットのセットを更新すること、ＤＣＨに関連づけら
れた情報を変更すること、トランスポートブロックサイズのテーブルを示すインデックス
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を変更することを含むことができる。これらの各々をただちに詳細に説明する。ＷＴＲＵ
は、ワイヤレスネットワーク内において通信していると仮定する。
【００１６】
　最初に説明するのは、ＭＡＣをリセットする手順である。バッファーをクリアして新し
いＥ－ＤＣＨ構成を使用し始めるために、ＭＡＣ－ｅｓ／ｅリセットを、例えば、１６Ｑ
ＡＭが使用可能である状態から使用可能でない状態へ、または逆の場合など、使用可能な
変調の変更が行われるとき、アクティブ・セット・アップデート手順中に実行できる。こ
れは、１６ＱＡＭモードから１６ＱＡＭでないモードへの変更、または逆の場合として記
載されることがある。ネットワークは、アクティブ・セット・アップデート・メッセージ
に含まれたＩＥ（情報要素）を介して、ＷＴＲＵに信号送信する。ＩＥを、ＭＡＣ－ｅｓ
／ｅリセットを実行する場合に含む。ＷＴＲＵは、３００において、このＩＥといっしょ
にメッセージを受信できる。この特定のＩＥを、アクティブ・セット・アップデート・メ
ッセージ自体に含むことができる。この特定のＩＥを、メッセージのルートに、もしくは
例えば、Ｅ－ＤＣＨのリコンフィギュレーション情報のＩＥなど、すでに含まれたＩＥ内
に、または、含まれたＩＥのブランチ（「枝」）内のどこかに、または、ＷＴＲＵが例え
ば１６ＱＡＭをサポートするときに与えられるＩＥについての新たに導入されたグループ
に含むことができる。後者の場合を図３Ａに示して、新たに導入されるＩＥにより指定さ
れるＵＬの１６ＱＡＭ構成についての一例を３１０に示す。ＵＬの１６ＱＡＭ構成のＩＥ
およびそれに含まれるサブＩＥの詳細を、下の表４に与える。
【００１７】
　図３Ａを参照すると、ＷＴＲＵは、３００において受信されたアクティブ・セット・ア
ップデート・メッセージを、ＵＬの１６ＱＡＭ構成のＩＥについての存在についてチェッ
クする（３１０）。ＵＬの１６ＱＡＭ構成のＩＥを、３１０において、メッセージに含ま
ない場合、かつ、ＷＴＲＵが１６ＱＡＭ変調モードにより動作している場合、ＷＴＲＵの
ビヘイビアーは、不特定である（３０５）。
【００１８】
　ＵＬの１６ＱＡＭ構成のＩＥが存在する場合、ＷＴＲＵは、このＩＥがＭＡＣ－ｅｓ／
ｅリセット表示を含むかどうかをチェックする（３１５）。このリセット表示が存在する
場合、ＷＴＲＵは、ＭＡＣ－ｅｓ／ｅエンティティのリセットを実行する（３３０）。こ
のリセットを、規格３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．３２１、バージョン７．５．０以降に従って
実行できる。リセット表示が存在せず、かつ、ＷＴＲＵが１６ＱＡＭモード動作を開始す
るまたは停止する場合、ＷＴＲＵのビヘイビアーは、不特定である（３２５）。
【００１９】
　ＵＬの１６ＱＡＭ構成のＩＥを、３１０において、含むことが分かるが、このＩＥがＵ
Ｌ　１６ＱＡＭ設定と呼ばれるＩＥを含まない場合、指示を、ＷＴＲＵにおける下位レイ
ヤーに、１６ＱＡＭモードにおけるあらゆる動作を停止するために送信できる（３２０）
。
【００２０】
　代替として、ＷＴＲＵは、ＵＬの１６ＱＡＭ構成のＩＥが存在する場合、ＭＡＣ－ｅｓ
／ｅリセットを実行できて、ＵＬの１６ＱＡＭ構成のＩＥが存在しない場合、ＭＡＣ－ｅ
ｓ／ｅリセットを実行できない。
【００２１】
　代替として、ＷＴＲＵは、１６ＱＡＭモード動作を開始するまたは停止する場合、ＭＡ
Ｃ－ｅｓ／ｅリセットを実行できる。
【００２２】
　次に説明するのは、リファレンスＥ－ＴＦＣＩおよび結合された電力オフセットのセッ
トを更新することである。一般に、ＴＦＣＩは、受信レイヤーが現在有効なトランスポー
トフォーマットの組合せを識別することを可能にして、よって、レシーバーに、受信デー
タをデコード、デマルチプレックスおよび配信することを可能にする。ＷＴＲＵは、Ｅ－
ＤＣＨサービングセルがアクティブ・セット・アップデート手順によって変更されない場
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合でさえ、リファレンスＥ－ＴＦＣＩおよび結合された電力オフセットを更新できる。１
６ＱＡＭモードを開始するまたは停止するとき、リファレンスＥ－ＴＦＣＩおよび結合さ
れた電力オフセットをそれに応じて更新する。
【００２３】
　さらに、新規のＩＥをこの目的のために定義できる。以下の説明において引用するこれ
らのＩＥを、下の表１～４に記載する。図３Ｂおよび表１～４を参照すると、Ｅ－ＴＦＣ
ＩブーストのＩＥを、３００において、アクティブ・セット・アップデート・メッセージ
内のどこかに含む場合、このＩＥに従って動作する（３５０）。Ｅ－ＤＰＣＣＨ／ＤＰＣ
ＣＨ電力オフセットのＩＥを、３００において、アクティブ・セット・アップデートメッ
セージ内のどこかに含む場合、このＩＥに従って動作する（３６０）。リファレンスＥ－
ＴＦＣＩのＩＥを、３００において、アクティブ・セット・アップデート・メッセージの
どこかに含む場合、このＩＥに従って動作して、およびその中のあらゆるサブＩＥに従っ
て動作する（３５５）。Ｅ－ＴＦＣＩブーストのＩＥおよびリファレンスＥ－ＴＦＣＩの
ＩＥを共にアップデートメッセージに含む場合（３５０および３５５）、かつ、リファレ
ンスＥ－ＴＦＣＩがＥ－ＴＦＣＩブーストのＩＥの値以下の値を有する場合、かつ、リフ
ァレンスＥ－ＴＦＣＩ　ＰＯが１つまたは複数のあらかじめ定められた値に等しい値を有
する場合、ＷＴＲＵのビヘイビアーは、不特定のままである（３６５）。表２および表３
の特定の例では、両方のリファレンスＥ－ＴＦＣＩ　ＰＯのＩＥについて使用されるあら
かじめ定められた値は、３０および３１である。
【００２４】
　上記のリファレンスＥ－ＴＦＣＩ　ＰＯのＩＥは、Ｅ－ＤＣＨのリコンフィギュレーシ
ョン情報のＩＥ（表２）内の同じ名前の既存のＩＥと異なることを補足する。２つのリフ
ァレンスＥ－ＴＦＣＩ　ＰＯのＩＥは、同じ情報を含むことができるが、決して同時に存
在するべきではない。
【００２５】
　さらに、ＩＥは、アクティブ・セット・アップデート・メッセージ自体内に存在できる
。代替として、ＩＥを、メッセージのルートにもしくは含まれるＩＥのうちの１つに、ま
たは含まれるＩＥの分岐内のどこかに含むことができる。ＷＴＲＵは、アクティベートの
時に新規のＩＥを使用し始める。新規のＩＥを含まない場合、ＷＴＲＵは、既存のリファ
レンスＥ－ＴＦＣＩおよび電力オフセットを、新しいＥ－ＤＣＨトランスポートブロック
サイズのテーブルをポイントするインデックスと共に、使用し続けることができる。代替
として、新規のＩＥを含まない場合、ＷＴＲＵのビヘイビアーは、不特定である。１６Ｑ
ＡＭ動作を開始するまたは停止するとき、上に記載していない他のパラメーターを、変更
する必要があることがある。これは、上に説明した方法と同じまたは同様の方法によって
達成できる。
【００２６】
　次に説明するのは、トランスポートブロックサイズを示すインデックスを変更すること
である。現在の仕様書では、２ｍｓのＴＴＩ（トランスポート時間間隔）について指定さ
れた２つのセットのＥ－ＤＣＨトランスポートブロックサイズのテーブルがあり、すなわ
ち、ＱＰＳＫ動作用の２つのテーブル（２ｍｓ　ＴＴＩ　Ｅ－ＤＣＨトランスポートブロ
ックサイズのテーブル０および１）、および、１６ＱＡＭ動作用の２つのテーブル（２ｍ
ｓ　ＴＴＩ　Ｅ－ＤＣＨトランスポートブロックサイズのテーブル２および３）である。
図３Ｂを参照すると、ＷＴＲＵは、テーブルインデックス０または１を、Ｅ－ＤＣＨトラ
ンスポートブロックサイズのテーブルインデックスのＩＥにおいて受信し（３７０）て、
Ｅ－ＤＣＨトランスポートブロックサイズのテーブルインデックスのＩＥを、アクティブ
・セット・アップデート・メッセージに含む（３００）。ＷＴＲＵが１６ＱＡＭモードで
動作している場合、ＷＴＲＵは、自動的に２をテーブルインデックスに加算して、それに
より、１６ＱＡＭテーブルが使用されるものであることを示す（３７５）。この場合、Ｓ
Ｇ（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｇｒａｎｔ）テーブルにおけるインデックスは、規格３ＧＰ
Ｐ　ＴＳ　２５．３２１、バージョン７．５．０以降のＳＧテーブル２を参照できる。
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【００２７】
　現在の仕様書では可能でない動作である、１６ＱＡＭ動作の変更の結果となるアクティ
ブ・セット・アップデート手順中に、Ｅ－ＤＣＨトランスポートブロックサイズのテーブ
ルインデックスを変更することが望ましい場合がある。
【００２８】
　様々な代替を実装できて、各代替は、アクティブ・セット・アップデート手順のどこで
上記手順が実行されるかに、すなわちアクティブ・セット・アップデート・メッセージの
どこで既存のＩＥに対してＩＥが位置付けられるかに影響を及ぼす。
【００２９】
　第１の代替では、ＩＥは、Ｅ－ＤＣＨのリコンフィギュレーション情報のＩＥの一部と
して追加できる。具体的には、ＭＡＣ　ｅｓ／ｅリセット表示およびＥ－ＴＦＣＩブース
ト用のＩＥは、Ｅ－ＤＣＨ　ＲＬ情報の新規サービングセルのサブＩＥに追加できて、Ｅ
－ＤＰＣＣＨ／ＤＰＣＣＨ電力オフセットおよびリファレンスＥ－ＴＦＣＩ用のＩＥ、お
よびその関連サブＩＥは、Ｅ－ＤＣＨ　ＲＬ情報の他セルＩＥに追加できる。
【００３０】
　第２の代替では、上記の追加されたＩＥは、Ｅ－ＤＣＨのリコンフィギュレーション情
報のＩＥの一部として追加される。この代替における違いは、上記のＩＥ　ＭＡＣ　ｅｓ
／ｅリセット表示、Ｅ－ＴＦＣＩブースト、およびＥ－ＴＦＣＩ　ＢｅｔａＥＤスイッチ
は、Ｅ－ＤＣＨリコンフィギュレーション情報のルートに追加されるが、Ｅ－ＤＰＣＣＨ
／ＤＰＣＣＨ電力オフセットおよびリファレンスＥ－ＴＦＣＩ用の他のＩＥ、およびその
関連サブＩＥは、Ｅ－ＤＣＨ　ＲＬ情報他セルのサブＩＥ下に追加されることである。
【００３１】
　第３の代替では、Ｅ－ＤＣＨ情報のＩＥがアクティブ・セット・アップデート・メッセ
ージに追加され、オプションとして、アクティブ・セット・アップデート・メッセージ分
岐内の異なる場所において同じＩＥが繰り返される結果、曖昧さが生じないことを保証す
るために、条件を追加する。
【００３２】
　第４の代替では、他の全ての新規のＩＥを含む新規のＩＥが、作成されて、アクティブ
・セット・アップデート・メッセージに追加される。このＩＥは常に存在できる、１６Ｑ
ＡＭがＵＥによってサポートされる場合にのみ存在できる、または１６ＱＡＭ動作を停止
するまたは開始する場合にのみ存在できる。
【００３３】
　図２は、上記の方法を実装するために構成されたＷＴＲＵ２００の一実施形態を示す。
ＷＴＲＵ２００は、ＭＡＣ（メディアアクセス制御）ユニット２２０およびＰＨＹ（物理
レイヤー）ユニット２３０と通信する、ＲＲＣ（無線リソース制御）ユニット２１０を含
む。物理レイヤーユニット２３０は、ワイヤレス通信の一定のモデルにおいて知られるレ
イヤー１（Ｌ１）を実施できる。
【００３４】
　ＲＲＣユニット２１０は、アップデートメッセージを受信する。このメッセージは、例
えば図１の機能１２０など、ＲＮＣ（無線ネットワークコントローラー、図２に図示せず
）からもたらされてもよい。ＲＲＣユニット２１０は、上記の方法に従って、このメッセ
ージを処理し、このメッセージに応答して、ＭＡＣユニット２２０およびＰＨＹユニット
２３０とインタラクトして、ＷＴＲＵ２００のリコンフィギュレーションを行うことによ
って、応答する。
【００３５】
　表１～４は、上記の説明による、新規のＩＥおよび変更されたＩＥの詳細を示す。
【００３６】
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【表１】

【００３７】
【表２】

【００３８】
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【００３９】
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【表４】

【００４０】
　　（実施形態）
　１．ＷＴＲＵのＭＡＣエンティティのリコンフィギュレーションを行う方法であって、
アクティブ・セット・アップデート手順を実行することを備えた方法。　
　２．リコンフィギュレーションは、アップリンクのＥ－ＤＣＨを使用して行われる実施
形態１の方法。　
　３．ＭＡＣエンティティのリセットは、変調モードの変更が行われるときにアクティブ
・セット・アップデート手順中に実行される実施形態１の方法。　
　４．多値変調モードは、１６ＱＡＭの送受信の使用を可能にする１６ＱＡＭ変調モード
である実施形態３の方法。　
　５．ＭＡＣエンティティは、ＭＡＣ－ｅｓ／ｅとして定義される上記実施形態のいずれ
かにおける方法。　
　６．バッファーをクリアすることをさらに備えた上記実施形態のいずれかにおける方法
。　
　７．１６ＱＡＭモードが開始または停止される場合にＷＴＲＵはＭＡＣエンティティの
リセットを実行する実施形態３－５の方法。　
　８．ＭＡＣレイヤーリセットが実行されるものである場合、ＷＴＲＵが、アクティブ・
セット・アップデートメッセージ内のＩＥを受信することをさらに備えた上記実施形態の
いずれかにおける方法。　
　９．ＩＥは、アップリンクのＥ－ＤＣＨのリコンフィギュレーション情報のＩＥである
実施形態８の方法。　
　１０．ＩＥは、ＷＴＲＵが１６ＱＡＭをサポートするときにのみ存在するＩＥについて
の新たに導入されたグループである実施形態８－９の方法。　
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　１１．ＩＥが存在する場合、ＷＴＲＵはＭＡＣリセットを行う実施形態８～１０のいず
れかに記載の方法。　
　１２．ＩＥが存在しない場合、ＷＴＲＵが、ＭＡＣリセットを実行しない実施形態８－
１０の方法。　
　１３．ＭＡＣリセットが実行されるものである場合、ネットワークが、アクティブ・セ
ット・アップデート・メッセージのＩＥ部分を介して、ＷＴＲＵに信号送信することをさ
らに備えた実施形態１－７の方法。　
　１４．アクティブ・セット・アップデート・メッセージは、ＷＴＲＵが多値変調モード
をサポートするときに存在するＩＥのグループを含む実施形態１３の方法。　
　１５．ＩＥが存在する場合、ＷＴＲＵが、ＭＡＣリセットを実行することをさらに備え
た実施形態１４の方法。　
　１６．ＩＥが存在せず、ＷＴＲＵが多値変調モードを停止したまたは開始した場合、Ｗ
ＴＲＵのビヘイビアーは、不特定であることをさらに備えた実施形態１４－１５の方法。
　
　１７．ＷＴＲＵが、複数のリファレンスＥ－ＴＦＣＩおよび結合された電力オフセット
を更新することをさらに備えた上記実施形態のいずれかにおける方法。　
　１８．Ｅ－ＤＣＨサービングセルはアクティブ・セット・アップデート手順によって変
更されない実施形態１７の方法。　
　１９．多値変調動作が開始されるまたは停止されるとき、リファレンスＥ－ＴＦＣＩお
よび結合された電力オフセットを更新することをさらに備えた実施形態１７－１８の方法
。　
　２０．ネットワークが、アクティブ・セット・アップデート・メッセージの一部である
ＩＥのセットを介してリファレンスＥ－ＴＦＣＩおよび結合された電力オフセットをＷＴ
ＲＵへ信号送信する実施形態１９の方法。　
　２１．ＩＥのセットは、アクティブ・セット・アップデート・メッセージのルートに、
またはメッセージに含まれたＩＥに存在する実施形態２０の方法。　
　２２．ＷＴＲＵが、アクティベートの時に新しいマッピングを使用し始める実施形態２
０－２１の方法。　
　２３．ＩＥが含まれない場合、ＷＴＲＵが、既存のリファレンスＥ－ＴＦＣＩおよび電
力オフセットを、新しいテーブルをポイントするインデックスと共に使用し続ける実施形
態２０－２２の方法。　
　２４．ネットワークが、アクティブ・セット・アップデート・メッセージの一部である
ＩＥのセットを介してリファレンスＥ－ＴＦＣＩおよび結合された電力オフセットをＷＴ
ＲＵへ信号送信することをさらに備えた実施形態２０－２３の方法。　
　２５．ＩＥのセットは、アクティブ・セット・アップデートメッセージに、または含ま
れたＩＥのうちの１つに存在する実施形態２４の方法。　
　２６．ＷＴＲＵは、アクティベートの時に新しいマッピングを使用し始める実施形態２
５の方法。　
　２７．ＩＥが含まれない場合、ＷＴＲＵのビヘイビアーは不特定である実施形態２５－
２６の方法。　
　２８．ＷＴＲＵは、以下のパラメーター、すなわち、
　Ｅ－ＤＰＣＣＨ／ＤＰＣＣＨの電力オフセット、
　Ｅ－ＴＦＣＩブースト
　のうち少なくとも１つを含む他のＥ－ＤＣＨ関連情報を更新することをさらに備えた上
記実施形態のいずれかにおける方法。　
　２９．ネットワークが、各Ｅ－ＤＣＨ情報パラメーターを、アクティブ・セット・アッ
プデート・メッセージの一部としての別のＩＥを介して、信号送信する実施形態２８の方
法。　
　３０．ＩＥは、アクティブ・セット・アップデート・メッセージのルートに、または含
まれたＩＥのうち１つに存在する実施形態２９の方法。　
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　３１．ＷＴＲＵは、アクティベートの時に新しいパラメーターを使用し始める実施形態
３０の方法。　
　３２．関連ＩＥが含まれない場合、ＷＴＲＵが既存のパラメーター値を使用し続ける実
施形態３０の方法。　
　３３．Ｅ－ＤＣＨトランスポートブロックサイズのテーブルに関連づけられたＥ－ＤＣ
Ｈトランスポートブロックサイズのテーブルインデックスを更新することをさらに備えた
上記実施形態のいずれかにおける方法。　
　３４．Ｅ－ＤＣＨトランスポートブロックサイズのテーブルインデックスを、アクティ
ブ・セット・アップデート・メッセージの一部としてのＩＥを介して、信号送信すること
をさらに備えた実施形態３３の方法。　
　３５．ＩＥは、アクティブ・セット・アップデート・メッセージのルートに、または含
まれたＩＥのうちの１つに存在する実施形態３４の方法。　
　３６．ＩＥが存在する場合、ＷＴＲＵが、アクティベートの時に、ＩＥによって指定さ
れたＥ－ＤＣＨ（ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）トランスポ
ートブロックのテーブルを使用し始める実施形態３４－３５の方法。　
　３７．ＩＥが存在しない場合、ＷＴＲＵが、以前のＥ－ＤＣＨトランスポートブロック
のテーブル値を保持する実施形態３４－３６の方法。　
　３８．メッセージのルートが、以下のＩＥ、すなわち、
　ＭＡＣ　ｅｓ／ｅリセット表示、
　Ｅ－ＴＦＣＩブースト、
　Ｅ－ＴＦＣＩ　ＢａｔａＥＤスイッチ、
　Ｅ－ＤＰＣＣＨ／ＤＰＣＣＨ電力オフセット、
　リファレンスＥ－ＴＦＣＩおよびその関連サブＩＥ
　のうちの１つまたは複数を含むように、アクティブ・セット・アップデート・メッセー
ジを構成することをさらに備えた上記実施形態のいずれかにおける方法。　
　３９．ＷＴＲＵによるアクティブ・セット・アップデート・メッセージの受信のための
手順を、アクティブ・セット・アップデートに含まれたＩＥに従って動作するように変更
することをさらに備えた実施形態３８の方法。　
　４０．１つまたは複数のＩＥが、アクティブ・セット・アップデート・メッセージ内の
Ｅ－ＤＣＨのリコンフィギュレーション情報のＩＥの一部として追加される実施形態３８
の方法。　
　４１．ＭＡＣ　ｅｓ／ｅリセット表示およびＥ－ＴＦＣＩブースト用のＩＥは、Ｅ－Ｄ
ＣＨ　ＲＬ情報新規サービングセルのサブＩＥに追加され、Ｅ－ＤＰＣＣＨ／ＤＰＣＣＨ
電力オフセットおよびリファレンスＥ－ＴＦＣＩ用のＩＥ、およびその関連サブＩＥは、
Ｅ－ＤＣＨ－ＲＬ情報他セルのサブＩＥに追加される実施形態４０の方法。　
　４２．ＭＡＣ　ｅｓ／ｅリセット表示およびＥ－ＴＦＣＩブースト用のＩＥは、「Ｅ－
ＤＣＨリコンフィギュレーション情報」のＩＥのルートに追加されるが、Ｅ－ＤＰＣＣＨ
／ＤＰＣＣＨ電力オフセットおよびリファレンスＥ－ＴＦＣＩ用の他のＩＥ、およびその
関連サブＩＥは、Ｅ－ＤＣＨ　ＲＬ情報他セルのサブＩＥの下に追加される実施形態４０
の方法。　
　４３．Ｅ－ＤＣＨ情報用のＩＥは、アクティブ・セット・アップデート・メッセージに
追加される実施形態４０の方法。　
　４４．アクティブ・セット・アップデート・メッセージ内の異なる場所において同じＩ
Ｅが繰り返される結果、曖昧さが生じないことを保証するために、条件を追加することを
さらに備えた実施形態４３の方法。　
　４５．ＭＡＣ　ｅｓ／ｅリセット表示、Ｅ－ＴＦＣＩブースト、Ｅ－ＤＰＣＣＨ／ＤＰ
ＣＣＨ電力オフセットおよびリファレンスＥ－ＴＦＣＩ用のＩＥ、その関連サブＩＥを含
む新規のＩＥを作成し、新規のＩＥをアクティブ・セット・アップデート・メッセージに
追加することをさらに備えた実施形態３８の方法。　
　４６．新規のＩＥは常に存在し、または多値変調がＷＴＲＵによってサポートされる場
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形態４５の方法。　
　４７．実施形態１－４６の方法を実装するように構成されたＷＴＲＵ。
【００４１】
　機能および要素を個別の組合せにおいて上述したが、各機能または要素を、他の機能お
よび要素なしに単独において、または他の機能および要素の有無にかかわらず様々な組合
せにおいて使用することができる。本明細書において提供された方法またはフローチャー
トを、汎用コンピューターまたはプロセッサによる実行のためにコンピューター読み取り
可能な記憶媒体に組み込まれた、コンピュータープログラム、ソフトウェア、またはファ
ームウェアにおいて実装できる。コンピューター読み取り可能な記憶媒体の例は、読み取
り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）、レジスター、キャッ
シュメモリ、半導体メモリデバイス、例えば、内蔵ハードディスク、リムーバブルディス
クなどの磁気媒体、光磁気媒体、例えば、ＣＤ－ＲＯＭディスク、デジタル多用途ディス
ク（ＤＶＤ）などの光媒体を含む。
【００４２】
　適切なプロセッサは、例として、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッサ
、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに関連づ
けられた１つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラー、マイクロコントローラ
ー、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰ
ＧＡ）回路、他のあらゆる型の集積回路（ＩＣ）、および／またはステートマシンを含む
。
【００４３】
　ソフトウェアに関連づけられたプロセッサは、ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末、基地局、ＲＮＣ
、またはあらゆるホストコンピューターにおいて使用する無線周波数トランシーバーを実
装するために使用できる。ＷＴＲＵを、例えば、カメラ、ビデオカメラモジュール、テレ
ビ電話、スピーカーフォン、振動デバイス、スピーカー、マイクロフォン、テレビトラン
シーバー、ハンズフリーヘッドセット、キーボード、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モ
ジュール、周波数変調（ＦＭ）無線ユニット、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）表示ユニット
、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示ユニット、デジタル音楽プレーヤー、メディアプ
レーヤー、ビデオ・ゲーム・プレーヤー・モジュール、インターネットブラウザ、および
／またはあらゆるワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）またはＵＷＢ（Ｕ
ｌｔｒａ　Ｗｉｄｅ　Ｂａｎｄ）モジュールなど、ハードウェアおよび／またはソフトウ
ェアにおいて実装されたモジュールと共に使用できる。
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